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エネルギー	 2024年４月上旬配本予定	 初ご案内

エネルギー・トランジション
カーボンニュートラルへのリアルな道［仮］
橘川武郎（国際大学学長・東京大学名誉教授・一橋大学名誉教授） 著

　７刷を数えた、同著者の『エネルギー・シフト：再生可能エネルギー主力電源化への道』（978-4-561-
71223-7、2020年9月）の刊行後、エネルギーをめぐる世界と日本の情勢は大きく変化した。ウクライ

ナ侵攻に伴う世界的エネルギー危機、気候変動による環境・生活への影響拡大、そして日本では菅首

相（当時）の「2050年カーボンニュートラル宣言」、温室効果ガス削減目標46％への引き上げに加え、

ＧＸ（グリーントランスフォーメーション）関連法案が次々と成立し、施行されている。そして我が国のエ

ネルギー政策は大きく変化し、目指すべき大きな目標も「再生可能エネルギー主力電源化」から「カー

ボンニュートラル」へ深化するに至った。

　カーボンニュートラルが今、全地球的な喫緊の課題であることは論を俟たない。しかし、数字合わ

せの面も見え隠れする現在の政府の施策をそのまま進めることで、日本が2050年にカーボンニュー

トラルを本当に実現できるのかについては、大いに疑わしいと著者は言う。

　本書は、将来の絵姿を先に描いた上でそれをどのように実現していくか、シナリオ作成・明確化を

していくバックキャスト手法によって、日本のカーボンニュートラル達成の着実な道筋を描き出す。

具体的には、カーボンニュートラルとエネルギー危機との関係について掘り下げたうえで、「カーボン

ニュートラル2050宣言」（2020年）と「第6次エネルギー基本計画」（2021年閣議決定）の内容を検討し

た後、分野ごとに具体的なエネルギーのあり方を展望すると同時に、需要サイドからのアプローチと

して、省エネルギーと地域の役割にも目を向ける。

　政府のエネルギー基本計画の策定を行う諮問機関の委員も務めた著者の、豊かな知見に裏打ちされ、

率直で現実的な本書の主張は、2050年に日本がカーボンニュートラルを真に実現するための道を示

すものである。

978-4-561-71233-6　C0060　/　A5 判変型並製　216 頁　/　2364 円＋税（予価）
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①組織衰退のメカニズム 
歴史活用がもたらす罠

松尾健治	著
A5判上製　490頁
定価（5454円＋税）
978-4-561-26763-8
2022年２月刊

【４刷、2022 年度日
本経営学会賞（著書
部門）本賞受賞】

②制度複雑性のマネジメント		
論理の錯綜と組織の対応

舟津昌平	著
A5判上製　224頁
定価（2818円＋税）
978-4-561-26779-9
2023年３月刊行

【３刷、2023 年日本
ベンチャー学会清成
忠男賞受賞】

③個人と組織 不適合のダイナミクス 
適合と不適合が牽引する外部環境適応

山﨑京子	著
A5判上製　320頁
定価（3091円＋税）
978-4-561-26776-8
2023年2月刊行

【2023 年度国際戦略
経営研究学会学会賞

（著書部門）受賞】

④ジョブ・クラフティング	
仕事の自律的再創造に向けた理論的・実践的アプローチ

高尾義明・森永雄太	
編著
A5判上製　320頁
定価（3364円＋税）
978-4-561-26744-4
2023年３月刊行

【３刷、ＨＲアワー
ド（書籍部門）2023
入賞】

昨年の受賞・入賞作
　①『組織衰退のメカニズム』は、刊行から１年半ほど経った

昨年９月の受賞の前から売り上げが伸び始め、３度重版がか

かって現在４刷となっています。鐘紡は戦前に大きな成功を

おさめたものの戦後は衰退し、最後には破綻しました。成功

あるいは失敗から適切に学習することに失敗したと言えます

が、これまでの組織学習論では、失敗から学習すればよいと

いうことが所与となっており、鐘紡のような事例を扱うこと

が難しいという課題がありました。本書は、等身大の企業人

たちがそれらの事例の活用に失敗し、それによってもたらさ

れる組織衰退のメカニズムを活写します。

　各自がそれぞれの属するコミュニティの論理に従って「正し

い」と信じて疑わないことを行っているだけなのに、コンフリ

クトを生み、解決が難しい状況となりがちです。②『制度複雑
性のマネジメント』は、このようなコンフリクトが引き起こさ

れる状況を「制度複雑性」と解釈し、科学と事業連携が複雑化

する中、いかに科学の論理と事業の論理の対立をマネジメン

トし、イノベーションを生み出していくのか、「制度ロジック」

の観点から方策を追究します。

　③『個人と組織　不適合のダイナミクス』は、従業員の不適

合の認知、それがもたらす行動と結果、そしてそれらの時間

経過に伴う変化を、外部環境（顧客市場）への適応の文脈にお

いてインタビューから読み解き、どのような不適合が組織に

望ましい結果をもたらすのかを探求します。その際に従来の

研究とは異なり、外部環境として顧客市場への適応の論点を

加え、組織をオープン・システムとして位置づけると共に時

間経過に伴う変化も追い、適合の認知を動態的（ダイナミック）

に捉えている点に特徴があります。そして、不適合がもたら

すダイナミクスによって、組織が活性化され変革や成長につ

ながる、ということを示します。

　ビジネスを取り巻く環境変化が加速している中、それに適

応すべく業務も柔軟に変える必要がありますが、上司が部下

一人一人に、それらの指示を行うことは現実的な対応とは言

えません。そのような状況のもと、従業員自身による自発的

な仕事のリデザインという側面を持つ、ジョブ・クラフティ

ングへの関心が高まっており、④『ジョブ・クラフティング』は、
第一線の研究者たちが、最先端の理論と実践における課題と

その解決の方向性を多角的に議論している本邦初の研究書で

ある。実務的インプリケーションも分かりやすく整理されて

いて、関心のあるどの章からでも読める構成となっています。

ロングセラーの深層
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経営戦略・地域振興	 2024年３月下旬配本予定	 初ご案内

福井県の企業・組織事例に学ぶ経営理論［仮］
北
きた

島
じま

啓
ひろ

嗣
つぐ

（福井県立大学教授）編著

　福井県には優れた企業、興味深い経営を行っている企業が数多くある。

　本書は、地方の活性化に関し、企業の営みという観点からみた時に重要な、①地名ブランド②フラ

ンチャイズ加盟店③ものづくり④中小企業⑤伝統産業などの切り口に加えて、経営理論的にも興味深

い具体的な企業を取り上げ、それぞれ１章ずつを費やし掘り下げ追究する。
978-4-561-26790-4　C3034　/　A5 判上製　208 頁　/　2727 円＋税（予価）

会計学	 2024年３月下旬配本予定	 初ご案内

会計システム理論［仮］
出

で

口
ぐち

　弘
ひろし

（千葉商科大学教授）著

　財務会計の複式簿記によるシステム記述を、実物計測の複式状態空間のモデル上でのストック・フ

ローダイナミクスへ拡張し、サプライチェーンや組織間連携単位、地域や国のレベルでのさまざまな

マネジメントへの利活用を目指す。
978-4-561-36234-0　C3034　/　A5 判上製　262 頁　/　3636 円＋税（予価）

『チャイナ・エコノミー第２版』がポータルサイトで連載中！
　研究者から民間のエコノミストまで幅広く支持されている『チャイナ・エコノミー第２版』。

　幻冬舎ゴールドオンライン<https://gentosha-go.com/>にて、その抜粋の連載が12月８日より始

まりました。直近で公開された第三回は中国の都市における格差の解説です。

　隔週の掲載で、幅広い潜在読者への認知が期待されます。

　在庫の確認をよろしくお願いします！

978-4-561-91140-1　C0033　/　A5 判並製　408 頁　/　2727 円＋税

ご案内済み書籍の配本・刊行スケジュール    1/15時点	※定価表記がないものは予価、またタイトルも仮題
間もなく配本

オープンイノベーションとアカデミア〔２月下旬→２月
上旬〕
978-4-561-26789-8　3500円＋税

次号以降の配本・刊行
* 暗黙の知財同盟〔１月中旬→４月上旬〕
978-4-561-26785-0　3000円＋税

* 企業の社会的責任遂行論〔２月中旬→４月上旬〕
978-4-561-26786-3　3000円＋税

フランス会計の歴史と制度〔２月上旬→４月上旬〕
978-4-561-36233-3　3636円＋税

*は「おすすめ」、**は「特におすすめ」

先月・今月の広告出稿
日刊工業新聞12/22

ビジネス・データサイエンス入門
978-4-561-24788-3　定価（3364円＋税）

デジタルマーケティング大全
978-4-561-65244-1　定価（2727円＋税）

日刊工業新聞1/30
ビジネス・データサイエンス入門
978-4-561-24788-3　定価（3364円＋税）

デジタルマーケティング大全
978-4-561-65244-1　定価（2727円＋税）

週刊読書人2/2
現象学ことはじめ　新装改訂版
978-4-561-85057-1　定価（2727円＋税）

イタリア事情/農村振興	 2024年３月下旬配本予定	 初ご案内

イタリアの食とテリトーリオ
アマルフィ海岸とナポリ周辺［仮］
木村純子（法政大学教授）・陣内秀信（法政大学特任教授） 編著

　2022年３月刊の『イタリアのテリトーリオ戦略』（同編著者、978-4-561-66241-9）は５刷を数え、農村
振興・まちづくり、イタリアの食文化に関心のある方々に大変な好評を得、書評も多数掲載された。

　本書は、都市と農村を有機的に連携させるテリトーリオ戦略について、さらに具体例を通して多角

的に掘り下げて論じている。そして調査・分析の対象としたのは、かつて開発が遅れ、マフィアも跋

扈していた南イタリアの、アマルフィ海岸およびナポリ郊外のカゼルタ周辺である。

　日本の農村は疲弊・衰退する一方、イタリアの農村は国内外の人々を惹きつけ訪問客が絶えない。

日本の農村では新自由主義的フレームワークにより効率化・大型化・スピード化が進む一方、イタリ

アの農村ではＥＵの新農村振興パラダイムが花開き、小農が大きな役割を果たし、農産物・食品のサ

プライチェーンが深化しつつ、農業が多角化し、地域資源の有効利用を実現しているという。

　前著に続き、かねてより当該地域にネットワークを築いてきた木村氏・陣内氏を編著に迎え、食や

農村・農業のスペシャリストが、農と食、そしてテリトーリオについての知見を惜しみなく披露する。

本書も日本の読者から高く評価されるであろう。

978-4-561-66249-5　C3063　/　A5 判上製　278 頁　/　3545 円＋税（予価）

会計学・簿記	 2024年３月下旬刊行予定（注文扱いのみ）	 初ご案内

会計学・簿記入門　【第17版】
新田忠誓（一橋大学名誉教授）・佐々木隆志 （一橋大学教授） 他著

会計数値の全体の流れが理解できるように，損益計算書アプローチを採用。一貫した例により，期首

の貸借対照表から損益計算書・期末貸借対照表までを示し解説。好評テキストの第17版！
978-4-561-35235-8　C3034　/　A5 判並製　374 頁　/　2800 円＋税
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